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ＪＡ福岡大城イチゴ部会大川地区の若手生産者で組織する「Ｆ-１委員会」は、

１月 11 日に生産技術改善のための講習会を同 JA 大川支店で開催しました。 

 

講習会では、モニタリング装置を用いたハウス内環境の把握と生育調査に基

づいた診断により収量向上を図る「大川市イチゴ収量向上プロジェクト」（以下

「プロジェクト」という」）のメンバーが自分たちの取組を発表しました。「モ

ニタリング装置により、ハウス内の温度や炭酸ガス濃度、土壌水分等をスマー

トフォンで知ることができる。また、観測データをメンバー同士で相互交換で

き、自分たちの技術向上に活用している。」ことなどを説明し、講習会に参加し

た 18 名の生産者は、先進的な取り組み事例に熱心に耳を傾けていました。 

 

普及指導センターは、「プロジェクト」における生育調査や分析を支援してお

り、本講習会では、調査結果を基に生育診断の重要性や診断法を説明しました。 

 講習会後のアンケートでは、環境モニタリングへの関心は高く、10 分以上の

生育調査が可能な生産者が大半で、生育診断の導入の可能性が高いことがうか

がわれました。今後、普及指導センターは、簡易な生育診断法を組み立て、環

境把握と生育診断による栽培改善・収量向上を支援します。 

 

  

 

写真 環境モニタリングについて説明する

「プロジェクト」メンバーと熱心に受講する

参加者 

図 アンケート結果 

問「１週間に１回生育調査する

なら１回あたり何分の調査が可

能か」（回答者 11名） 


